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 12 月 3 日（水）、骨髄バンクを通じた非血縁者間骨髄移植数が 1 万例に到達しました。骨髄移植推進

財団が 1991 年 12 月に設立され、1993 年 1 月に 1 例目の移植が行われて以来、16 年目での到達となりま

した。骨髄を提供していただいた方をはじめ提供者のご家族や職場の方々、骨髄バンク事業の推進にご

協力いただいた全ての関係者の皆様に心より感謝申し上げます。1993 年に年間 85 例で始まった非血縁

者間骨髄移植ですが、今年はすでに 1000 例を超える骨髄を提供することができました。しかし、移植を

希望される患者さんのうち、移植にいたる方の割合はいまだ 6 割弱に止まっています。1 人でも多くの

方に骨髄を届けることができるよう、今後も努力してまいります。 

 また、さい帯血バンクを通じたさい帯血移植数も 12 月 2 日（火）に 5 千例に到達し、4 日（水）には

骨髄移植推進財団、さい帯血バンクネットワーク、全国骨髄バンク推進連絡協議会の 3 者共同記者会見

が行われました。 

 平成 21 年 2 月 5・6 日、第 31 回日本造血細胞移植学会総会が札幌市で開催されます。その中で「骨髄

移植１万例、さい帯血移植５千例記念講演会」が行われます。開催日時・場所は以下のとおりです。皆

様のご来場をお待ちしています。     ☆総会 HP URL http://www2.convention.co.jp/jshct2009/

 ■日時：平成 21 年 2 月 6日（金） 18 時～20 時 

 ■場所：札幌市教育文化会館 小ホール 1階、札幌市中央区北 1条西 13 丁目 

■ジャイアンツ・ファンフェスタ2008 

  11 月 23 日（日）、東京ドームで読売巨人軍ファン感謝デー、ジャイアンツ・ファンフェスタ 2008

が行われました。開始前には会場入口でリーフレットやシールを配布し、セレモニーでは、G-BAND、ベ

アブリックの収益金が桃井恒和社長から正岡理事長に手渡されました。 

■藤川球児×サイボウズ 骨髄バンク支援イベント 

  阪神タイガースの藤川投手とサイボウズ株式会社の共同イベントとして、12月6日（土）に神宮外苑

室内野球練習場で野球教室が、12月7日（日）には品川プリンスホテルでシンポジウムが開催されまし

た。シンポジウムでは、骨髄提供者でもあるサイボウズ青野慶久社長の講演のほか、藤川選手、元患

者さん、財団職員等も交えたパネルディスカッションなどが行われました。 

 

 
 

 10 月 11 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 4,281 3,996 326,848 413,502

患者登録者数 232 187 2,360 26,392

骨髄移植例数 114 101 - 9,991
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日本骨髄バンクの現状（平成 20 年 11 月末現在） 

■20 歳未満のドナー登録者数 

 11 月      240 人 

 合計    8,870 人（17 年 3 月～） 

■51 歳以上のドナー登録者数 

 11 月新規  125 人 

   延長  221 人  

 合計   12,828 人（17 年 9 月～） 

 注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 
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骨髄バンク支援イベント＆ＴＶ 

1 非血縁者間骨髄移植が１万例に到達 

2 骨髄移植１万例、さい帯血移植５千例記念講演会の実施 
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5 11 月の区分別ドナー登録者数 

4 埼玉骨髄バンク推進連絡会が功労団体賞を受賞 

7 ｢東京の会通信 200 号」編集雑記に対して 

 

6 財団の会議開催予定 

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込みください。なお、今回の HLA 委員会

については、12 月 25 日までに財団移植調整部までお申し込み下さい。事前のお申し込みがない場

合、入室できないことがありますので予めご了承下さい。 

  公開・非公開 開催予定 

ＨＬＡ委員会 公開・一部非公開 1月 18 日（日）17:00～ 東京医科歯科大学 

常任理事会 公開・一部非公開 1月 21 日（水）17:00～ 廣瀬第 1ビル 2階会議室 

 11 月の区分別ドナー登録者数は、献血ルーム／1,866 人、献血併行型集団登録会／1,738 人、集団登

録会／188 人、その他／204 人でした。 
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 11 月 21 日（金）にさいたま市で開催された埼玉県公衆衛生大会で、埼玉骨髄バンク推進連絡会が

「公衆衛生事業功労団体」の表彰を受けました。ドナー登録者 30 万人到達の節目の年にあたり、20 年

にわたる骨髄バンク推進の活動が評価されての表彰です。 

■朝霞音楽彩 

  12月6日（土）、朝霞駅周辺地区活性化のために朝霞駅前で行われた朝霞音楽彩で、骨髄バンクのPR

活動が行なわれました。LIVE FOR LIFE の方たちと同じテントでリーフレットやポスター等の配布を行

ったほか、ステージのイベントでは、本田美奈子．さんのお母さんと事務所社長・高杉敬二さんによる

トークショーに先立ち、ドナー登録の呼びかけを行いました。 

■ＴＶ Ｐｒｏｇｒａｍ 

  11月21日（金）、ＴＢＳの「中居正広の金曜日のスマたちへ（金スマ）」で『いのちの授業ＳＰ～救

える命・骨髄バンク～』が放送されました。番組では骨髄バンクの歴史や重要性が、患者さんやドナー

さんの立場から描かれ、当財団にも電話やインターネットで多くの反響が寄せられました。 

 標記において、日本さい帯血バンクネットワーク、全国骨髄バンク推進連絡協議会及び骨髄移植推進

財団による「ありがとうイベント」の実行委員会で提出された一部の提案について合意が得られなかっ

たことに対し、私（常務理事：平井全）への非難が掲載されています。 

 同実行委員会は、そもそも上記三団体がそろって合意できるようなイベントを検討するという会議で

した。その中で、全国協議会のある方のご提案については、財団としては賛成しかねるものであったた

め、財団の責任を担う者の立場で、理由とともにそれを述べさせていただきました。 

 それに対し、自己の提案に賛成しなかった者をターゲットにして非難をあびせることは、会議の趣旨

にも反し明らかに不当です。なお、本件のみならず、財団の他の役員、国会議員、厚生労働省などに、

私の罷免などを働きかけることも正当な行為ではありません。対等な団体間の公正かつ信頼できる関係

を損なわないためにも、このような行為は改められるよう願います。      常務理事 平井 全 


